
みやぎの
明治村

明治時代に建築された学校や
県庁などが点在。着付け体験
をしての街歩きもオススメ。

P.156

平筒沼
ふれあい公園
約800本の桜が開花。シーズ
ン中の夜は提灯によるライト
アップも行われる。

P.156

登米
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登米の
城下町

伊達一門の城下町であった
旧登米町。城跡や武家屋敷な
ど当時の面影が残る。

P.156
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154 栗原

歴史・文化 築館鉄魚愛友館
珍しい鉄魚の展示施設
　鉄魚とは羽衣のようなヒレが特徴のフナ科の
淡水魚の一種。国の天然記念物にも指定されて
いる。鉄魚愛友館では常時約1000匹以上の鉄
魚を展示しており、一部販売も行っている。
10～16時 休不定休 料無料 P 5台 交 176P参照  

☎ 080-1695-3269（事務局：村田）

MAP P.142
栗原市

歴史・文化 くりでんミュージアム
くりでんの歴史を伝える
　1921年に栗原軌道としてスタートし、2007年
に廃線となったくりでん。多くの資料や大型工作
機械、沿線を再現した精巧なジオラマを展示して
いるのがくりでんミュージアム。本物の車両運転
席で、運転シミュレーターを体験できる。
10～17時 休火曜休 料510円 Pあり（無料） 

交176P参照 ☎0228-24-7961 

MAP P.142
栗原市

栗原市

自然 山王史跡公園あやめ園
初夏にはあやめ祭りが開催
　初夏、アヤメ、カキツバタ、ハナショウブなど約
300種、22万株が咲く。6月中旬～7月上旬には
あやめ祭りがある。
8時30分～17時 休無休 料入園無料（あやめまつり

期間中のみ入園520円） P 150台 交 176P参照 
☎ 0228-52-2114（一迫総合支所）

MAP P.142
栗原市

歴史・文化 金成ハリストス正教会
栗原市指定有形文化財の第1号
　金成の洒落た外観の教会。明治初期、ロシア
の宣教師ニコライから洗礼を受けた金成出身の
医師であり、神父の酒井篤礼の遺志により、昭
和9年に川股松太郎により建てられた。
P 3台 交 176P参照 ☎ 0228-42-1004（教会執事長 
川股氏）

MAP P.142
栗原市

自然 南くりこま高原一迫ゆり園
鮮やかなユリが一迫の夏を彩る
　一迫の丘陵地帯に約200品種・15万球のユ
リが植えられている。3万㎡の敷地が清楚なユリ
の花で埋めつくされる様は壮観だ。見ごろは6月
中旬～7月下旬。
8時30分～17時 休期間中無休 料開花時期入園

料700円 P 200台 交 176P参照 ☎ 0228-52-4551
（ゆり園事務所）

MAP P.142
栗原市

MAP P.142
栗原市レジャー・ショッピング 宮城県こもれびの森 森林科学館

森林の仕組みや楽しさを知る
　館内には周辺の山野で見られる植物や小動
物、野鳥、きのこなどの写真とともに、生き物のつ
ながりをわかりやすく説明。また、ネイチャークラフト
コーナーが常設されており、子どもから大人まで楽
しむことができる。森林科学館の背後には、県内
で最も広い県有林である「こもれびの森」がある。
9時～16時30分（11月は～16時まで） 料無料 休12～
3月 Pあり 交175P参照 ☎0228-56-2330 

MAP P.142
栗原市レジャー・ショッピング 山の駅くりこま

栗原市内のおいしいものが一堂に
　地場産の野菜や旬の食材などを豊富に揃え
た産直施設。また、１つ１つが大きなまぼろし饅頭
や上新粉とこしあんがマッチしたしんこもち、栗原
ブランドの酒ケーキなど、グルメ土産が充実。栗
駒に行った際はぜひ立ち寄りたいスポットである。
9時30分～18時 休1月1日、1月31日、7月31日 

P 115台 交 175P参照 ☎ 0228-24-8161

レジャー・ショッピング 道の駅 路田里はなやま 自然薯の館
名物の自然薯が味わえる
　花山ダム近くには道の駅があり、花山名物の
自然薯やマイタケなど季節の特産品が豊富に並
ぶ。レストランでは、自然薯定食やそばだんごが
名物になっている。
9～18時（12～2月は～17時） 休年末年始 交175P

参照 ☎0228-56-2265 

MAP P.142
栗原市

歴史・文化 長屋門
農村風景の中の歴史的建造物
　門の両側を長屋にした、武家屋敷の門構えの
一形式である長屋門。栗原市では今も500軒以
上残っており、カフェとして利用されるなど立ち寄り
スポットになっている場所もある。
☎0228-22-1151（栗原市田園観光課）

MAP P.142
栗原市

栗駒山麓の温泉で、体も心もぽかぽかに
温泉 くりこま高原温泉郷ほか

　花の百名山のひとつでもある、標高1626mの栗駒山の麓には、個性派の温泉が点在。
温泉を利用した流水プールのある施設や、開放的な露天風呂を楽しめる施設、秘湯と呼
ばれる宿など、さまざまな場所で温泉を満喫できる。
☎0228-25-4166（栗原市観光物産協会）

温泉

☎ 0228-43-4100
●ハイルザーム栗駒

☎090-8925-0204（冬期：0228-52-4396）（三浦旅館）
●湯浜温泉三浦旅館

☎0228-56-2040（温湯山荘）
●花山温泉温湯山荘

☎0228-46-2036
●新湯温泉くりこま荘

☎0228-46-2110、090-8781-9685
●駒の湯温泉（日帰り温泉）

☎0228-24-7161
●天然温泉たかもりの湯

☎0228-42-1121
●金成温泉 金成延年閣

栗原市レジャー・ショッピング 果物摘み
旬のフルーツ狩りにチャレンジ
　いちごやブルーベリーなど、栗原の豊かな自然
が育んだフルーツの摘み取り体験を開催。旬な
らではのフレッシュな味わいが魅力だ。
コースにより異なる 料コースにより異なる P 10台

☎0228-25-4166（栗原市観光物産協会）
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MAP P.143
登米市自然 平筒沼ふれあい公園

風光明媚な市民の憩いの場
　桜の名所としても知られる公園。開花時期に
は約800本もの桜が咲き誇り、大勢の観光客で
にぎわう。園内にはキャンプ場も設置され、ファミ
リーの利用も多い。
★入場自由 料無料 P 100台 交176P参照
☎0220-55-4007（平筒沼youyou館）

　江戸時代、伊達一門の城下町だった
旧登米町。城跡、武家屋敷、折れ曲がっ
た鈎形道路など、当時を偲ばせる佇まい
が残る。
☎0220-52-5566（とよま観光物産センター・遠
山之里）

歴史・文化 登
とよ

米
ま

の城下町
城跡、武家屋敷も残る

MAP P.143
登米市

MAP P.143
登米市歴史･文化 石ノ森章太郎ふるさと記念館

さまざまな企画展も開催
　萬画家・故石ノ森章太郎氏は、中田町石森
地区の生まれ。記念館には自筆のスケッチなど
を展示している。すぐそばには生家もある。
9時30分～17時（入館は～16時）、7・8月は9～18時

（入館は～17時） 休月曜休（祝日の場合は翌日休）、12
月29日～1月3日 料 500円（企画展開催時は700円） 
P 35台 交 176P参照 ☎ 0220-35-1099

MAP P.143
登米市歴史･文化 登米懐古館

隈研吾氏設計で生まれ変わった懐古館
　2019年9月、伝統芸能伝承館「森舞台」を手掛けた
建築家・隈研吾氏の設計により移転新築した登米懐古
館。館内には、登米伊達家ゆかりの甲冑「鉄黒漆塗五
枚胴具足」、刀剣「太刀（銘 備州長船恒弘）」など、城下
町であった時代を偲ばせる貴重な品 が々展示されている。
9～16時30分 休12月28日～1月4日 料400円 

P 55台（交通公園） 交176P参照 ☎0220-52-3578

MAP P.143
登米市自然 登米ふれあいの森

森林の癒し効果を体感
　登米市の山間にある森林散策路。森林浴の効果を
科学的に解明し、心身の健康に活かす「森林セラピ
ー」ができるスポットに県内で唯一認定されている。8つ
の散策コースがあり、それぞれ四季の風景が美しい。
★4月下旬～10月 9～16時 休火曜休 料200円、
小中学生100円 P 15台 交 176P参照 ☎ 0220-52-
3482

歴史・文化 みやぎの明治村
明治・大正時代の洋館が並ぶ
　登米には、明治時代に建築された学校、県庁、警察署などの洋風・擬洋風の建物が
残っている。市ではそれらを「明治村」と総称して大切に管理している。

MAP P.143
登米市

　国の重要文化財。1888年（明治21）
に建築された旧登米高等尋常小学校を
そのまま保存したもので、当時の擬洋風
建築を代表する建造物。
9～16時30分 休無休 料400円 P 55台 

交176P参照 ☎0220-52-2496

●教育資料館

　水沢県庁は、1871年（明治4）、廃藩置
県で登米が「水沢県」に編入された際に建
てられた。明治維新後の激動の歴史と、
宮城県内の明治時代の官公庁建築を今
にとどめる。
9～16時30分 休無休 料200円 P 55台 

交176P参照 ☎0220-52-2160

●水沢県庁記念館

MAP P.143
登米市歴史・文化 横山不動尊

木造不動明王坐像がある
　日本三不動の一つで、境内全体が三陸復興国
立公園に指定されている。境内には国指定の重要
文化財となっている高さ5ｍの木造不動明王坐像
のほか、天然記念物のウグイも生息している。不動
明王に納められている秘仏は、12年に1度、酉年
に御開帳される。
★境内自由 P 30台 交176P参照 ☎0225-69-2249

MAP P.143
登米市歴史・文化 柳津虚空蔵尊

「日本三大虚空蔵尊」として知られる
　「日本三大虚空蔵尊」の一つといわれる。726年
（神亀3）に行基が虚空蔵菩薩を刻んだことに縁起
し、御本尊の脇に従う大黒天と毘沙門天は弘法
大師の作と伝えられる。高さ10.5ｍ、幅7ｍの大
鳥居は、木製の鳥居としては東北一の大きさ。
★境内自由 P 60台 交176P参照 ☎0225-68-2079

レジャー・ショッピング 新鮮！楽しい！道の駅 MAP P.142、143
登米市

●道の駅 米山「ふる里センターY・Y」
　郷土出身の力士、第三代横綱･丸山権太左衛門の像が目印。登米市内で収穫された野
菜や果物を中心に、特産のいちごや生花などがところ狭しと並ぶ。レストランでは、横綱純米
豚みそ焼定食、横綱スープカレーといった横綱にあやかったメニューが味わえる。
9～18時30分（11～3月は～18時） P 110台 交 176P参照 ☎ 0220-55-2747

●道の駅 みなみかた「もっこりの里」
　もっこりニラなどの新鮮野菜で知られる南方にある道の駅。地域を元気に盛り上げようと
施設名にも取り入れられた。サクランボやブルーベリー、桃、ぶどう、梨など年間を通して一年
を通して果物が豊富で、産直コーナーも充実。バイキングレストランも好評。
9～18時（施設により異なる） P 61台 交 176P参照 ☎ 0220-58-3111

●道の駅 津山「もくもくランド」
　敷地内には、木のテーマパーク「もくもくハウス」があり、津山杉を使った矢羽模様の木工
品を販売。「産直ときめき野菜」では、旬の採れたて野菜のほか、特産品のわさびや山菜も
並んでいる。農村公園には大型の木製道具が設置されていてファミリーにも人気だ。
9～17時（施設により異なる） P 128台 交 176P参照 ☎ 0225-69-2341

　三陸自動車道三滝IC沿いにある、県内で一番新しい道の駅。地場産の野菜をたくさん
揃える産直コーナーやさまざまなメニューがあるフードコートが好評。広いフードコートでは、仙
台牛のステーキやリーズナブルなうなぎ丼などが味わえる。
9～19時（レストランは10～17時） 休無休 P 81台 交176P参照 ☎0220-23-7891

●道の駅 「三滝堂」

　地元産の木材で作られた個性的なフォルムの12角形の建物がランドマークになってい
る道の駅。店内には地元産の新鮮な野菜を販売する産直コーナーや、登米名物のあぶ
ら麩丼、はっとなどが味わえるレストランがある。
9～18時 休無休 P 93台 交176P参照 ☎0220-45-1218

●道の駅 「林林館」
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